





































































































































































































チャン Charles A. Kupchan は，7 年ほどま
えに，『アメリカの時代の終わり』（2002）
という本を出している．そこでの彼の主張
は，主に次の 4 点であった． 
 




























































































































































































































































45 回衆院選総選挙の結果，全 480 議席の内
訳は，民主党が小選挙区で 2005 年の前回選
挙の 52 議席から 4 倍以上となる 221 議席，









立した 8 候補が全員落選した．比例で 21
議席を獲得したが，公示前の 31 議席から大
きく後退した．共産党は比例で 9 議席を，
社民党は選挙区 3，比例 4 の計 7 議席を獲
得し，公示前勢力をそれぞれ維持した．公
示前 4 議席のみんなの党は 5 議席（選挙区
2，比例 3）に伸ばし，同じく 4 議席だった
国民新党は選挙区での 3 議席に減らした．
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力による統治や支配において，「相互扶助
的」で「したたか」かつ「共同体的」で，
複雑な地縁血縁関係の中で構築される「権
力関係」の性格を表現している．かつて中
国共産党により実現された中国の解放は，
農村による都市の包囲によって貫徹された
のだが，アメリカ的新自由主義には，その
ような農村や農民性を政治秩序形成の基礎
にするような認識が決定的に欠けている．
そして，それがアメリカのアジア介入の「失
敗」の重要な要因であり続けている．封建
制を通過しないまま近代に到っているアメ
リカの歴史には，土地に縛られる「農民」
が存在しない．そのため，そうした「農民
性」を政治社会に反映できるような基本機
能がないのである．アメリカに存在したの
は，常に「農業労働者」なのであった． 
かつての黒人奴隷の存在がアメリカの政
治社会にアジアにおける「農民性」と類似
する機能をつくりだしえたかもしれない．
だが，南北戦争が北軍の勝利によってアメ
リカ統一を実現してしまったため，「農民
性」を理解可能にする政治社会の形成が難
しくなった． 
東アジアにおける秩序規範の再編成は，
農村社会の培ってきたような政治社会にお
ける「農民性」の再分析による解明を前提
とするような権力によってもたらされるの
でない限り，安全安心と安定を構築してい
くことはできない．アメリカ的新自由主義
によるグローバル化は，さまざまな戦争紛
争状況を常時作り出すことによって拡張し
てきた．それとは対照的に，もし中国モデ
ルが，そのアメリカの轍を踏むことなく，
東アジアをはじめとした世界各地に一定の
秩序規範を形成させる力となることができ
れば，われわれは「戦争の 20 世紀」を超え
た「新たな規範による世界秩序形成の 21
世紀」を迎えることが可能になるかもしれ
ない． 
かつて，19 世紀後半，ペリーの砲艦外交
による侵略パタンを学習して国家建設を行
った近代日本が，20 世紀にアジアにおける
多大なる惨禍をもたらしたことを鮮烈な教
訓とするならば，新たな秩序規範を拡張し
つつある中国が，アメリカの新自由主義的
軍需産業の挑発誘発に乗じることなどない
はずであろう．アメリカと同等でアメリカ
に代替可能な軍事力によって東アジアの秩
序形成を担うはずだ，などといった新自由
主義的発想によっては，そもそもアジアの
ガバナンスは維持できないからである． 
破壊とデカダンスとのモダニズムと対置
されるような，したたかな「農民性」の緻
密な分析を基礎とした新たな秩序規範構築
こそ，アジアの生存をより豊かに保証する
鍵となるに違いないという問題を提起して，
本報告を取りあえず閉じることにしたい． 
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